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吊環境の喪用法用 且 

効能効果 
れ ) する ( 酒店 さ 

  笘 るおそれ ) のおそ 

  瀋 解して使用する。 
    なお、 症状により適宜 % 減 

    する   

  意 ) 
  

  

中で 創を含む口 
のて噛み砕いた 々 @ 創 伍の感染 
り、 呑み込んだり         宜増油   
しない。 ひ コーチ   
としての注意 ) 

に 使用させ で、 血餅の形成   希 る . 月 片 が阻 古されると とし 抜歯 剖 の 怒 

  思われる時 期に 垣 i ウム とし 予防 
は、 は け しい 洗   0.0@-0.02x Ⅰ 0-20 倍 

Ⅰを泣けさせる 釈 ) 瀋液 として洗浄 す 

に f い 

咽頭   れると し ・ l 日致 日害 瞭 する． 宙 創を含む 口 

接 、 悪 思われる時期に 腔創悔 の 妊莱 

は， は け しい 洗 予防，口腔内 
口を受けさせる の 消毒 
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